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東京ソワール、役目を終えたフォーマルウェアを使い造形作家「イマイサヤカ」とコラボ

“一生モノのぬいぐるみ”によるアップサイクルプロジェクト

2026年4月30日

レディースフォーマルウェアを展開する株式会社東京ソワール（本社：東京都中央区、代表取締役社長：
小泉純一）は、循環型社会を目指す一環として、株式会社STORY＆Co.（本社：東京都千代田区、代表取締
役社長：細川拓）が運営する、社会課題にクリエイティブな方法を通じて取り組む事業NewMakeと協業し、
当社で役目を終えたフォーマルウェアを素材として活用し、造形作家「イマイサヤカ」の手によって新た
なぬいぐるみへと生まれ変わらせたアップサイクル作品を、伊勢丹立川店にて、2026年4月8日から14日間
の期間限定販売を実施しました。全8体を制作し、そのうち5体が新たな家族のもとへお迎えされ、来場者
から高い関心を集めました。

【衣料品が生む環境問題】

近年、ファッション業界では、「衣料品の大量消費・大量処分」が問題となっています。

環境省の調べによると、服を手放す手段は
可燃ごみ・不燃ごみとして処分…59%
古着として販売…15%
資源回収…14%
地域・店頭での回収…10%
譲渡・寄付…3%

服がごみとして出された場合、ほとんどはそのまま焼却・埋め立て処分され、その量は年間で
約48万トン（国内）。1日に換算すると約1300トンの服が毎日焼却・埋め立てしていることに
なります。出典：環境省「令和6年度循環型ファッションの推進方策に関する調査業務」

当社では、お客様に長く着ていただくため、色落ちしにくい染色技術の採用や、ほつれにくい縫製技術
を用いた製品づくり、リサイクルポリエステル素材を使用した商品展開など、製品面での取り組みを進
めてきました。
また、着用されなくなったフォーマルウェアを店頭で回収し、様々な方法で市場や消費者の手元にまで
循環させる取り組み「BRING（ブリング）」への協力や、廃棄衣料をリサイクルボードへと再生する
「PANECO（パネコ）」を活用したコースターの制作など、環境への配慮にも取り組んできました。

【新たな命を吹き込むアップサイクルプロジェクト】



造形作家「イマイサヤカ」とのコラボレーションにより、一度も着用
されることなく、役目を終えたフォーマルウェアを解体し、パーツへ
戻したうえで、選別した素材を一点物のぬいぐるみ作品として生まれ
変わらせるアップサイクルプロジェクトを展開しました。

当社は、時代とともに変化する女性のライフスタイルに寄り添い、
丁寧なモノづくりを通して冠婚葬祭のシーンで新たな価値を生み出し
てきました。
「大切な想いの、すぐそばに。」という企業理念と、
「イマイサヤカ」の独自の感性と確かな技術が融合し
“服を着こなす、どこか可笑しくて愛おしい生き物たち“をテーマにし
たぬいぐるみが誕生しました。

行き場のない素材に新たな命を吹き込み、ストーリーや背景も含めて手に取る人の心に寄り添う
プロダクトへと昇華しています。

今後は、この取り組みを起点に、想いと循環をつなぐものづくりの可能性を広げ、
より多くの共感と行動を生む仕組みづくりに繋げてまいります。

イマイサヤカ
造形作家
ハギレを使いぬいぐるみを作り出したことをきっかけに、ぬいぐるみをソフト・
スカルプチュアとしてとらえ独自の世界を作品に落とし込む。
株式会社吉徳からぬいぐるみやグッズなど展開。幼児雑誌でのぬいぐるみ絵本制
作やディズニーストアとコラボレーションしイマイサヤカ風のミッキー＆フレン
ズのぬいぐるみを限定販売するなど多方面に活動を広げている。

Instagram＠brown_bobbin

【“一点物を自分のために選ぶ”共感消費が広がる】

【NewMakeとは】

NewMakeは、1つの企業や1人の個人だけでは解決できない多くの社会課題に、規模も
立場も異なる仲間と共に取り組むコミュニティです。服飾・建築・空間に興味を持つ
方々など、幅広いクリエイターが参加。難しい言葉や直接的なアプローチではなく、
作品や体験を通じて得られる感動やワクワクの中に潜む「発見」を通し、地球に優しい
本当の第一歩である「知る」きっかけを創出します。

Website：https://storyandco.co/service/new-make
Instagram：＠NewMake official・＠NewMake Labo

会場では、以前から「イマイサヤカ」のファンだったという来場者が、作品を一体ずつ丁寧に見比べ
ながら購入される場面が見られました。
もともとハギレを活用した一点物の作品で支持を集める作家であることから、今回のコラボ作品にお
いても、フォーマルドレスならではの上質で珍しい素材感や、礼服の黒い素材を活かしたコウモリの
作品など、高い関心が寄せられました。
購入者の多くは自分用として選んでおり、サステナブルな価値観に加え、“自分だけの一点物を持つ喜
び”が男女ともに共感を集めたことがうかがえます。
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